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設 立 趣 旨 書 

 

平成２４年年１０月４日 

ＮＰＯ法人君津市手をつなぐ育成会 

                       

１ 設立の趣旨 

手をつなぐ育成会は、1952 年（昭和 27 年）に３人の母親が知的障害のある我が子

の幸せを願い、教育、福祉、就労などの施策の整備、充実を求めて仲間の親や関係

者、市民の皆さんに呼びかけたことがきっかけとなって発足いたしました。 

呼びかけに応えて全国の親や関係者が立ち上がり、４７都道府県すべてに「手を

つなぐ育成会」が結成されました。 

現在任意団体である「君津市手をつなぐ育成会」は「社会福祉法人全日本手をつ

なぐ育成会」の下部組織である「千葉県手をつなぐ育成会」に所属しており、昭和

４９年に君津市内の知的障害のある子供をもつ保護者によって設立されました。 

知的障害者の人たちが地域社会の中で人権が守られる生涯を通して「完全参加と

平等」の生活が保障されることを願ってその諸対応の実践を推進することを目的と

しています。 

そして君津市でも障害のある子供達の福祉や教育がまだほとんどが整備されてい

なかった時代に福祉作業所の設立に向けて君津市に働きかけをおこない、昭和６３

年には福祉作業所「つばさ園」が開設されるに至りました。そして平成元年には、

福祉作業所「ふたば園」が、平成８年には「ミツバ園」がそれぞれ設立されました。 

近年は設立当時の子供達が大人になり世代が交代するとともに障害者を取り巻く

環境が少しずつ整い又福祉団体も増えてくるにつけ、会員数も減少傾向にあります。

しかしながら現代の日本を取りまく経済環境の悪化や、昨年発生した東日本大震災

の影響等によりに国、地方自治体とも多額の財政赤字を抱え、社会福祉政策も見直



しの対象となってきております。そのような情勢の中で平成２４年６月には障害者

総合支援法が参議院で可決成立し、平成２５年４月１日より施行されることが決定

しました。 

君津市手をつなぐ育成会は、時代に即した新たな取り組みをめざし、設立当初の

熱意を再び取り戻して、障害を持つ子供達の親亡き後の将来と、これから続く世代

における知的障害のある子供達のために地域活動支援センターやグループホーム等

の新しい事業を行うことが可能となる法人化に向かっていこうと決意しました。 

 

２ 申請に至るまでの経緯 

 

     昭和４９年 ４月 君津市手をつなぐ親の会設立 

     昭和６３年 ４月 福祉作業所「つばさ園」の設立 

          平成 元年 ４月 福祉作業所「ふたば園」が君津市により設立される 

平成 ８年 ５月 福祉作業所「ミツバ園」が君津市により設立される 

     平成１９年 ５月 君津市手をつなぐ育成会に名称変更 

     平成２３年１１月 臨時総会にて法人化決定 

     平成２３年１１月 発起人会発足 

     平成２３年１２月 第一回発起人会開催 

     平成２４年 １月 第三回発起人会開催 

     平成２４年 ２月 第四回発起人会開催 

平成２４年 ３月 第六回発起人会開催 

平成２４年 ５月 第九回発起人会開催 

平成２４年 ７月 第十二回発起人会開催 

平成２４年 ９月 第十四回発起人会開催 

     平成２４年１０月 設立総会開催 

 

 


